
広島県大崎上島町 神田 瞳

隊員本人の顔が
分かる写真

教育・文化

【年 齢】
25 歳

【出身地】
島根県出雲市

【転出元】
島根県出雲市

【前 職】
島根県松江市立女子高等
学校 常勤講師

【活動時期】
R2.4〜

前職では教員という立場から教育に関わっていたが、
地方で開催されていた教育イベントを通し、地域お
こし協力隊制度を利用した「高校魅力化スタッフ」
としての教育への関わり方を知る。「地域とともに
ある教育」を町をあげて実践している土地で、学校
の枠を超えた学びのあり方を模索すべく、協力隊へ
応募。

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
https://www.facebook.com/kangaku.osk

大崎上島町の「町全体をフィールドにした学び」に
小学生時代から触れる機会として、食を軸としたプ
ログラム開発を行っていく。また、中高生と共に企
画・運営することで、「地域で学び育つ近い世代の
ロールモデル」としての中高生と小学生の交流機会
をつくる。これらを通し、島内進学率上昇・将来の
島内人口増加を目指す。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

活動内容が
分かる写真など

● 大崎海星高校内に設置されている公営塾「神峰学舎」における生徒支援
公営塾では教科講座の実施（数学を担当）や高校
教員と連携した個別学習支援を行っている。さら
に生徒それぞれが興味関心に沿って立ち上げたプ
ロジェクトを形にし、やり抜くまでの伴走の役割
も担う。右写真は、地域の農家の方から「古く
なった倉庫を高校生たちにデザインしてもらえな
いか」という依頼を受け、同校のデザインに興味
のある生徒たちと描き上げたものである。このよ
うに、地域の方から高校生が挑戦できる機会を提
供いただく機会も増えてきている。

活動内容が
分かる写真など

● 大崎海星高校における「教科横断的な視点を取り入れた授業」の実践

同校には「大崎上島学」と呼ばれる大崎上島
町の地域資源を活用し、対話・協働・実践を
通して学ぶ総合的な探究の時間がある。この
総合的な探究の時間と教科授業の学びをつな
ぐ、また各教科同士の学びをつなぐ教科横断
的な視点を取り入れた授業づくりを高校教員
と連携して進めている。
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